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例 会 発表 要 旨 第148回1996.7.27. 『デザ イン理 論 』35/1996

技 術 の 進 化 とデ ザ イ ン(造 形)の 変 化

写 真機 の デザ イン変遷 か ら

片山 功/KATAYAMADESIGNSTUDIO

産業革命以来,技 術の進化は目覚ましく,

工業デザインという概念 もその過程か ら生 ま

れ,道 具 と人 との接点の中で重要な役割 を担

ってきた。近年,コ ンピューターが道具をコ

ントmル する役割 を持ち,デ ザインは道具

と人 との接点のよ り深いところで考慮 しなけ

ればならな くなってきている。

カメラ(写 真機)の 造形では,人 の 「手 と

目」 との関係が必要不可欠の要素であり,合

わせて 「光=像 」 を適切に捉 える技術が必要

である。即 ち,『 フィルム』『光のコン トロー

ル(露 出)』 『レンズ(ピ ン ト合わせ)』 が基

本的な技術要素である。 これらの技術進化 と

造形変化を検証 してみた。

フィルムの進化 とは 「撮影画面の縮小=画

像品質の高密度化」であり,観 賞画面が撮影

画面 と同サイズの暗箱 カメラか らはじまる。

実用性 を持った最小撮影画面 としてはミノッ

クスサイズ8×11㎜ があり,1996年4月 には

主流の35㎜ フィルム(24x35)に 対 して,17

×30皿の新システムが発表されるに至ってい

る。200c㎡を越 えていた撮影画面が35フ ィル

ムでは8.6c㎡,新 システムは5c㎡ となった。

1889年R一 ルフィルムが発売 され,フ ィル

ム室をカメラフォール ドに利用する 「ザ ・フ

ォールディング ・ポケット・コダック」(写

真1)の 形態 ・造形はカメラの基本的な形 と

して現在 まで受 け入れ られている。

40×65ミ リ,45×60ミ リの撮影画面 をもっ

た多 くのスプ リングカメラは1929年 発売 の

「イコンタ」の造形 を踏襲しているが,羊 皮

の蛇腹 をプラスチック化するなど,ミ ノルタ

ベス トは材料の工夫で新たな造形 を提示 して
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写真1「 ザ・フォールディング・コダック」1889年

い た。60x60ミ リの撮 影画面 を採 用 した二眼

レフカ メ ラは 「mラ イ フレ ックス」(1929

年)の 形状 を基本 として いる。1925年 の 「ラ

イ カA」 は 「コンタ ックス1」 とともに,35

ミ リフ ィルム使 用カ メラの原型 と言 え,35カ

メ ラは この造形 を基 本形態 としなが ら,今 日

まで,個 々 の技術 進化 に応 じて変化 して きた。

フ ィルム に よる造形 の変 化 は 「ハ ー フカメ

ラ」(多 くは従 来 の フルサ イズ35カ メラ を小

型 化 した だ けの造 形 で終 えた)や126判 カ ー

トリ ッジ(28×28田m)「 イ ンスタマ チ ック フ

ィル ム」(フ ィル ム巻戻 しを不 要 に し,フ ィ

ルム感度 自動 セ ッ トとな り,従 来 のニ ギヤカ

な部 分 をス ッキ リと一 変 させ た。 イ ンスタマ

チ ックでは新 た な造形 にチ ャレ ンジす るカ メ

ラが多 か った)の ほか,8×llmmの ミノ ック

スサ イズや12×17の 「ミノルタ16シ リーズ」,

1972年 発 表 の ポケ ッ トインスタマ チ ック13×

17,2年 後 の8×11サ イ ズ のDISCフ ィ ル

ム と高解 像の微粒 子 フ ィルム によるカ メラ造

形へ の提 案が あ り,人 々 の映像 ライ フス タイ

ル を変 化 させ るファ ッシ ョン,コ ミュニ ケー

シ ョン,個 性化,ト ラベ ル,レ ジ ャー な どを



写真2各 種フィルム

テーマ とした様々なカメラデザインが試み ら

れてきた。

フィルムへの適切な露出を得るためには,

撮影物体の正確な明るさを知 り,レ ンズの絞

りとシャッターの速度 をコン トロールする必

要がある。露出計 は,形 態 として単独型,カ

メラ外付け型,絞 りや速度操作 との連動型,

カメラ内蔵型 と変わり,技 術はEE(エ レク

トロエクスポー ジャー)・AE(オ ー トエク

スポージャー),TTL(ス ルーザ レンズ)

/電 子シャッターカメラへ と進化 し,感 光素

子 もセレン,Cds,Siと 変わる。 カメ ラ

もこの進化 に合わせて,形 態を変えている。

「ライカM3」(1954),「 ミノルタスーパー

A3」,「 キャノンP」 などは,速 度ダイアル

と連結する大 きな着脱式連動露出計 を装備 し

ていた。機能の利便性 を付加するとカメラは

大 きくな り,造 形 は新しい変化を探し続 けね

ばならない。当然の成 り行 きとして露出機構

がカメラに内蔵 されて くる。

1935年 の 「コンタフレックス」,日 本では

1954年 の 「ヤシカフレックスS」 が初めて,

セレン露出計 を内蔵 した。カメラ自身が絞 り

や速度を露出に合わせる自動露出機は1938年

の 厂スーパー コダック620」 が最初である。

受光部の位置や大きさはカメラの造形 を変 え

る大きな要素であった。セレン板 をカメラ前

面 に貼 りつけ,や がてレンズ周りに置 く 「サ

ークライン」 という独特の形が生 まれた。C

ds感 光素子でば,小 さいレンズだけとなり,

カメラはスマー トさを取 り戻す。「アサ ヒペ

ンタックスS3」 のCds着 脱式から,1962

年の 「ミノルタSR-7」 はCds内 蔵 とな

り,ス ッキリしたデザインと多 くの評価 を得

ていた。やがて一眼 レフカメラは受光部 をカ

メラボディの中にしまい込み,撮 影 レンズを

通 った光を測る(TTL)合 理的なもの とな

る。一方,コ ンパク トカメラはレンズシャッ

ターの関係でTTLに はな らないが,受 光部

は小 さくな り,フ ァインダーの一部 とな って

しまった。露出不足を補うフラッシュも1950

年のカメラ用小型閃光電球を皮切 りに,今 や

カメラの中に潜 り込んでしまった。

現在のポップアップ式のエレク トロフラッ

シュは使用時,全 体の造形の中で違和感があ

る。 これからの課題であろう。

距離測定は,や はり距離計連動機から 「ミ

ノル タ α7000」 のAF(オ ー トフ ォーカ

ス)ま での造形の変化がある。一眼レフのペ

ンタプリズムは従来のカメラと全 く異な った

独特の造形を要求 し,ペ ンター眼独 自の造形

を作 ってきた。フィルムを巻 き上げ,巻 き戻

すためのデザインは,ス プリング利用や トリ

ガー式巻き上げなどでユニークな造形を生ん

できた。モーター と電池の進化 はカメラグリ

ップという造形 を多彩に変化 させている。

数年前からコンパク トカメラにズームレン

ズが導入 されてきたが,造 形 はまだ この形を

消化 し切 っていないように見える。今後 のデ

ザイナーの奮起を待ちたい。

現在∫デジタルカメラはコンピューター周

辺機器 として脚光を浴びつつある。一方,カ

メラ業界 はア ドバ ンス ドフォ トシステムAP

Sを 発表 した。成 り行 きを注目しつつ,ど の

ような造形が展開 されて くるのか期待してい

きたい。
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